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本 州 南 岸 線 に 關 す る 一
考 察

渡　　邊 　　千　　徇
＊

Aconsideration　of 　the ］ine　of 　demarca亡ion　of 　the

　　　distributon　of　insects　running 　along 　the
Pacific　coast 　of 　Centraヱ and 　 West　Honsh ’ff　in　Japan
　 　　　　　　 CHIHISA 　 WATANABE

　本 州4匡部並 に 西部 の 太 ユF・洋岸 を縦走 す る年 中氣温最低 の 早均 （以下
“
最低 の 極値

tt

．と呼稱 ）
− 3．5 ° tS’te

の 等澀線 の 示す線域を 日本に 於 け る動植物 の
一

つ の 重 要な分布限界 と見做 し
， 之を

，
St

本橢 岸線
”

と臑 し て ・… と鯛 タ・の 飆 で あ る・弊 ・ の 繍 附近戯 る種 姓 物の

纈著 な分布限界をな し て い る こ ．L は 明 白な事實 で ある が ， 果 して 之 を最低 の 極値 一 3．5 °
の 等

温線 をも つ て 表 示 す る こ とは疑 義 を狹む余地 が あ る よ うに思われ るの で
，

こ こ に い さ さか私見

を扱瀝 し て 同學 諸彦 の 批判を乞 うこ と とす る，省本文 に 入 る に 先立 ti三 化螟飆 の 分布並 匿最遶

ρ丈獻 に つ い て 教示 を賜つ た石 倉秀次博士 に深謝 の 意 を表す る次第で あ る．

　　　　　　　　　　　　　 三 化 螟 蟲 の 分 布 限 界 の 指 標

　
“

本州南岸綿
”

は 三 化螟蟲 Sc肋 伽 o伽 ’3 勿 08 γ’8ZZ％ s　Walker の 本郭に 於 け る分布北限が 最

低 の 極値 一3・5 °

の 等温線 と
一一ikす る とV ・ う木下 ・ 八 木 8プ の 所論 に 基づ い て ， 木 下 ・ 河田

7） に

よっ て 提 唱 され た もの 故，先づ 三 化螟蟲 の 分布北限 に 就 い て 檢討す る必要が あ 翫

　 日本 に於 い て 山 口 ・ 贋島 兵 庫 （淡路島の み ）， 和歌乢 三重 の 諸縣 vaまたが る海岸 に 沿つ

た 比較的高温な水 田地 帶が 現在 の 三 化螟蟲の 分布北 限と見倣 さ れ て い る
7）　 17｝．最近 こ の 北限界

の
一端 をなす 山 口縣下 の 分布状 况が 詳細に 調査 され・た．、そし て そ の 報告 に よれ ば 同縣下 の 分布

幽

歌 况は 襠 複雜で ， 低温の 極iEh・・　− s．s6 を示す 局地 に 臓 息す る t と カ・發見 さ れ 淫 直分布 の

上 限 eiken・’F　300m の 地 點で あ り・ 分 布北限は 大黻 低 ・噸 値
一5

，
0 °

等 の 温線が描 かれ る と ゆ

う
13）15）・ こ 』 に最低 の 極値 一3・50線 に 樹す る 第一

の 疑義が あ る．更に もし低 温の 極値 一3．5。

に よ つ て 本種 の 分 布が支 配され る とすれ ば ， 分布 の 確認 され た各 地 の 低温の 極値は よ り低 V ・は

す が ない ． とこ ろ が九 州並 に 四 國に 於 け る 本種 の 分布が 確認され た測候所 の 所在地 の 低 温の 極

値が 一3・5以 下 の 個所 を本邦氣候表 〔中央氣i象台編 ， 1942｝よ b拾 つ て 見る と九 州で は鹿兒 島

（− 3・9°

）・ 宮崎 （− 5・0°

｝・ 熊本 〔− 7・0°

）， 大 分 〔− 4．8°

）， 佐 賀（− 45 。

）， 輻 岡 （』 4．0 ）な どが

あ b・四 國で は高知 く
− 5・1°

）・ 宇和島 （− 4・0°

），菘山 （　− 4．6°
）な どが あ る．又九州並 に 四國

に て 本種 は海岸か ら内方に 内？ズ環状或は環礁駄の 分 布型 をな して い るが ， その 内線即ち分布

限界 は決 し て 最低 の 極値 一3・5 °

の 等温線 が描かれ る事實は認め られな｝ハ ， 飜 つ て ±　
’
y

・　−V 大 陸

を見 るに本種の 分布趺 况は末だ詳細に 判明 し て い なV ・が ， そ の オ 限が 揚子 江の 線 より北芳に あ

る こ と軅 實 覘 鯲 れ て い 翫 更 跖 鱒 士 瞰 旅 畑 ポ 未だ球 の 盤 瞳 吻  
’
今次大戰 中に我が 國の 昆錨學 者 に よ つ て 本種が青島，天 潯兩地 區 に棲息す る こ どが 發見 さ れ た

＊

　北海逍 大 學 農學 部昆 蝨 學教 蜜
＊＊

本客に 於 け る 温 匪 は 全 て 婿 氏 （℃ 」で 示 す
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由である．それで大 陸に 於 ける分布北 限は華北亭 野 の 北邊地匯 に あ る公算が 頗 る大 き V・ド 周知

の 如 く大 陸の 冬 は低温で ， 青島 ， 天津 の 低 温 の 極値 は それ ぞれ 一12．5°

及び 一15．9°

を呈 し，

上 海で さえ マ
6釈 参 し て い る・・もし低温の 瀦

一35 °

碍 雌 を大 陸に 描 くな 嚇 研

江の 線よ り遙か南方に 引かれなくて は な らな くて ， 大 陸 に於 け る本種の 分 布北 限 と
一

致 しなV ・

よ うで あ る． 以上 の 事實 か ら見 て ， 最低 の 極値 一3．5°
の 等温線を もつ て 本種の 分布ゴE　Fftを指

示 す る t と， 並 に こ の 温度を もつ て 分布可 否の 指標 とす る t とは考慮の 余地 が 多分に あ る よ う

に 思 われ る．

　從來本種の 分布限界め指標 と して 」 低澀の 極値 一3．5°

の 他に 11 月，2 月 ， 並 に兩 月の 平均

氣温がそれぞれ 40
， 年最低雫 均氣温 go な ど参提唱 され て V 、 る

s） 1s．） 今 こ こ に本種 の 分布北限に

近 く， 分布が 確認きれ て い る測候所の 所在地 の 中か ら數 ケ所 を邏 ぴ，數鍾 の 甼均氣温 を示 せ ば

第 1表 の 如 くで ある． こ の 表 中の 日木の 各地 は い すれ も年卒均氣温 140 以上 ， 夏期 ZF 均 氣湿

（5 月よ り．1α月に 至 る各月ヱF均氣温 の 平均 ）21D 以 上 ， 1 月 ， 2 月及び 兩 月の
ZF

均 氣盗が それ

ぞれ 4°

以上 ， 年最低4 均氣温が 10°

以上 を示 し ， 餐 來提唱 され た指 標 に 撫觸ず る と こ ろが な

い ． こ れ らの 準均氣温は本邦に於 V・て 相互に高V ・相匿冨が あ つ で
4）

， 上 記 あ譲温度は 殆 ど同位を

示 し ， い すれρ温度を もつ て し て もtt大軆同 じ地 點炉推察 出來る ．從 つ て 日本に 於け る本種 の

分布 の 可 否 が 1 月の 夲 均氣温 4°

に よ つ て指 示 Ht來 るか らとて ， 直ち に分布が 冬  低 温 に よ つ

第 1 表 　日 本 並 に 中 國 各 地 の 準 均 鼠 温

、

地 　　 名

熊　　本

大 　　分

膈　　 岡

下　　鯔

洲
’1本

・
高　　知

松 ．　 TII

徳
』
　 島

和 歌 岡

尾 　　鷲

腎　　 島

天 　　津
’

上 　 、海

全

』 「
年

15．5

15．1

幽14．9

15．2、

148

乳15．6

14；9

ユ53

15．315

．2

12．012

．・3

15．7

　 qS．　 　 　 均

・ 期 1．・ 月

22．4

21。5

21．5

4．5

5．3

4．9

2L61 　 5．3

22 ユ

22．0

21．7

22．！

22．2

21．4

20．9

．21．0

25．7

53 ・

4．94

．74

．0

4S

5．3

一1．8

一d．2

3．6

氣
『
　　　 温

2 　　　　月＿i　1 　−　2 　月
　 5．3　　 　　 49

“
5．4

5．1

5．3

4．5

53

5．0

5．3

5．75

。0

4．8

4．1

“
　　 4．9

5．4

一1．0

＿2。プ
』

4．1

・（℃ ）

11，2

10，68

．9

7．4

12．3

最低 ノ 桶 値

一7．0

一4．8

一4．0

一3．4

一3．1

一5ユ

一4．6

一3．3

一3．2

一4．8

一12．5

一159

一6．8

備考 ； 本表 の 氣 温 は 中央 氣象台編 ： 本 邦 氣 候 表 （1942 ）K よ る．

て 支配 され る と斷定す る の は早計の よ うに 思 われ る ．一方表 中 の 各 地 の 低 温ゐ極値 を見るに ，
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懶戸内海
’i 岸 の 各地 や和歌山 よ りもよ 嫡 方に 位置す る北九州の 各地や 四國の 高知 の 方がか え

つ て 低 温 を示 し ， 且
一35°

以下 の 個所が 見 られ る． それ で 低 温の 極値 一3．5°

は本種 の 勞布限

界 の 指 標 と して 難點 が ある、 低 温 の 極値は局部 的な地形 の 影響を蒙 る程 度が 大 き く
t’

， 叉氣候

（cli皿 ate ） よ り天氣 （weather ）が 張 く反映 した， 毎年唯 1 回 （時に 2 回以上 の 場 合
・もあ る

が ）現れ わ る， 極言すれ ば瞬聞的な澀度 の 竿 均で ， 他の 亭 均氣温 とは趣 を異にす る點 に留意す

る必要 が あ る・表 中に 擧げた青 島，天津の 各氣盈は，夏期を除 い た他は 日本 の 北 限附近 よ り低

温で
， 冬 の み に 關係 の あ る もの の 相違 は特に 著 い ハ ． これに 反 し て 夏pmz｛S・均氣温は兩 地 共に 大

髑 21°

を示 し ， 日本 の 北限附近 と殆 ど同一温度で ある こ とは注 目す べ き 事實で あ る．

　 元 來南方系の 昆描類 の 分布北 限を考究す る に あた つ て ， 冬 の 低褞 そ の もの に余 り重黙 を置 き

遍 ぎた 傾 向が 無 か つ た と は言 え な V ・ よ うで
，

こ れ らの 種類が果 し て 冬の 低濫に よ つ て 分 布が 規

制 さ れ て い る點 に つ い て の 吟味が 閑却 され て い る觀 が あ り，未だ 明瞭且 具體的に立證 され た例

は 少な V ・ よ うで あ る・毘 蟲 の 耐 寒性 や 剛凍性 の 理 論 は複雜で
， そ の 諭議は 現在に 至 る Tl

， なお止

る と こ ろ な く發展 し・ 3こ侭温死 の 機構 も微 妙で ，低温死 と分布可 否 の 問題 も決 し て 簡單 に 片づ

け られ ない こ とは 今更 こ 玉 に 述 べ る まで もな い 3）9）． 一
般 に北4｝

球 に 於 v ・て 昆蟲類 の 分布』L限
は ， 特 に 熱帶性 の 昆蟲が 温帶地 域に 侵入 した場合 ，

一
應環境 の 低温 に 支配され る可能性が あ る

と 見 る の は 當然 な こ とで ある が ， そ の 低 温 を冬 期 の み に 限定 し ， 低温死 が 唯一
の 要 因で あ る と

斷す る こ と に は 同意 出來 な v ・．夏期即 ち發育期 の 低 温 も亦決 し て 等閑に 附す べ きで は な v ・ と信

す る・却ち 世代 の 斷績が 冬に於 い て 杜 絶 す る よ うな低温地域 に 到達す る 以前 に 分布が 阻．止 さ れ

る場合 も起 り得 るか らで ある ．例 えば 三 化螻蟲 と 越 冬樣式r 類似點 の 多IO＝ ．化螟蟲 ClzilO　siin −

Ple；r　 Bu 亡ler の 分布北 限は北海道 の 東端 地匿 に あ り，　 しか もそ の 規制 の 要因 は冬の 低温 よ り

も發育 期 の 有効積算濁度 の 不足 に あ りと い うの が事ちの 定読 7） 2t ）　 22）
とな つ て v ・る こ とは，三 化

’
螟蟲 の 分布北限 を考究す る上 に極め て 示 唆 に 富ん だ読で ある と思 われ る． 囚に深 谷

4）
が測 定 し

た 二 化螟蟲 の 越冬幼蟲の 體液の 氷紗 點並 に過 冷却黶占は 1 。 2 月の 頃それ ぞれ
一1．88 〜 − 2．50°

、

t並 に 一3・28 〜 − 4・36°

で あ b ， ノN木 2s ）
の 測定 した三 化螟鉛 の 越冬幼蟲の 凍結盈度 俳 椒 1［1）並

に 過 冷却i缸度 （過冷却點 ）の 平均値は 2 月下 旬に於 V ・て それぞれ
一2．762 ・

並 rd　− 4．873 ・

で あ

り，兩種 の 間に 著 し き相違 は認 め られ な V ・よ うで あ る ．三 化螟蟲は本邦に て 通常 3世代 を經過す

る が ，北 限附近 で 崎主 と して 2世代に 終 り
18 ）

， 未だ 1 世代に終 る地域 は發見 された こ とな く，

恐 ら く實在 しなV ・ もの と思 われ る。上 記 の 事實＆本邦 に於 け る北限附近の 甼均氣温の うち夏期

不 均氣 温の みが 青 島及び 天津と殆 ど同
一

温度で ある と とか ら見て ， 本種の 分布 に は夏期即 ち發

育期 の 環境條件が 大 き く影響 し て V ・ る と V ・ う暗 示が得 られ る．そ して 孝だ積極的な こ とは言 え

な V ・と し て も，發育期 に 於 げる 有効積算盗度の 不足が 本種 の 分布を規制す る 有力な要 因で ある

こ と は疑 う余地 が な さそ うで あ る，

　 三 化螟蟲 は此較 的近年 に 日本に侵入 した 公算が 大 き く， 最近 に於い て盛に分布地 域を擴夭し

て い る 傾 向が認め られ る． 卸 ち紀伊牛 島の 東側 に於 い て 1918 年に は潮岬附近 まで しか逹 しな

か つ たが ， 次第に 北上 し ， ユ♀42 年に は志摩牛島を越えて 伊勢準 畴の 南端松坂市附近 まで 連 し

て い る E）6）．叉四國 に て 盛 に分布地 域を擴大 して い る とい う5 ）．か くゐ如 く本種 の 分布北限は未

＊
本 邦 に 於 け る 標 高 5Cm 以 下 の 測 候 听 64 ケ 所 乾弟い

、 緯 度 と 晨 低 2）揃 億 と の 相關係数 r ； C851
， 緯度

　と年 下均 氣 温 と の 相幽係數 t ＝ O・978 を得 た 。 上 記 の 結 果 よ り最 卩での 趣値 は 局部的 な 地形 に影響 され る

　程度 の 大 き い こ と が 推祭 出 來 る
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だ安定 の 域 に 逹 しセ V・
．
る もの と考 え られ なV ・．それ で 現在 の 分布誕 限を等温線に よ つ て 表示す

「
，．

る の に は 困難 な個所が ある と見 なければ なちす ， む しろ現在 の 分 布歌况か ら分布可 能限 界 を想

定す る の が 合理 的で は な い かと思 われ る． 松島等
IS ）

’
は山 口 縣 に於 ける 本種 の 分布 歌疣を謂査

し ・ 同縣下 の 垂 直分布が 既に 上 限に達 し 疫 もの と推定 され る數地 點 を比 較檢討 して ， そ の 上限

は大體標高 300m 附近 の 水田地 帶で ある と制定 した ， そ して こ の 標高 300　m 附近 の 年
ZF

均氣

温 を大體約 13．30，、と算定 し ， こ の 潟度を もつ て本邦 に 於け る本種 の 分 布可能限界 の 指標 た る こ

と を提唱 した・ こ の 指標 は 山 口縣以外の 諸地方 の 垂 直分布の 實態が 明確に 判明 し て い な い 現在 ．

で は 充分 吟味す る こ との 出來ない の は遺憾で あ るが ， ま こ とに 興 味深 い むの が ある ．侃 し こ の

．

指 閑ま華 北 の 如 き大陸 性氣候區 に そ の ま 丶 用 うる こ と は 不 適當で
， 實際菁島 ， 夫津 の 年亭均氣

温は こ れ よ り低 い ．本拜 の 年干 均 氣温 と夏季李均 氣 温の 聞 に は極 め て 嚮接 な相麗が 認め られ ，

年平均氣温 13．3 ♪

を夏斑 ZF
均氣漁に 換算す る と約 20，3 °

とな る 判　 ヒ σ〜温度 は青島 ， 天津 の ぞ

．れ よ り も低 ≦， 恐 ら く大；塑 に 於 ける分 布北 限に組觸す る こ とが ない もの と儒す る． こ の 温度 は ．

難 鞴
”u

惨 提唱 し た オ か ジ d ・ ・ 蒋 テ ・ ・ ウ 脚 ・伽 ・ 嚶 ・露  一 ・廨 ・M ・・s −

・h・ 1・ky
  礁 限の 鱒 ・夏鮃 均 鯲 2ぴ5 − 2・・5’

）癲 似一L ・1… ）・ ・ とは鮮 あ る鞭

で あ 再 叉松島等
15）

は 三 化螟 蟲が 將來大卒 洋側 は關東
ヱF野 の 南牛 ， 日本海側は 藺彡ドP野 の

一
部

に まで 蔓延  得る 可 能性が ある と推察 し て V ・ る如 く， こ の 母慶 を指原とすれ ば ， 本種 g未 だ 發

生 を見 なV・懶 戸内海沿岸，伊勢雫野 よ り關東甼 野 の 南部地區 に 至 る 各地 ， 並 に 山 自縣 の 荻市附

近 よ 嫗 粁 野 に 至 る 日本齲 岸 1｝・」・tfの 水 田地 帶に 傳播す る機會が bA・ば ， 鎌 定着する 可能

性が あ る もの と拑定 され．る．　　　　　　　　　　　　　 ’　　　　　　　　　　　　　　　  

‘6
本 艸1南 岸 ．線

鯉

に 關 す る 考 察

　 三 化螟蟲 の 分布北 限を最低 の 極値
一3．5 ）

ー
ゐ等温線 を もつ て その 位 置 を指 示す る こ と に つ い

て は考慮 の 余地 の あ る こ とは前章 に て 逑 べ た通 わで ある．そ紅 で 該種 を指 twN．物 （animal 　in−

dicator） と し て 提囁 された
“

本州南岸線
”

も亦 再檢 の 必 要 が あ る もの と考 え られ．る． 確に 本

州 中部及q
’
th部 の 大甼洋岸を維走す る こ の 耕塚，附近 が或 る種 の 生物 の 顯著 な分亦限界 を なす こ

と
吻

く
下剰 卯 をは じ拶 鯉 者 の 認 め る 琴 うで 果論 を狹 む余 地 は な … 例 え ば灘

躙 ｝

は
四

へ 1リ ・ ▽ ・ ウ C鰍 蜘 ・・吻 ’脚 Chev ・・1・ ・ の 分 布北限が
“

本帰 購
”

と
一致す

’

る こ と を認 め ， 森 下
1fi）

は こ の 綜域附迩 で
， よ り以南に 棲息す る 蟻類 の 多 くが 急 に 姿 を浩す こ と

を報．じて い る・阿部 り 鋤
が イ エ

乎
ロ ア リ CoPtotermes　formosanμ s　Shiraki・の 分布が 1 月の 不

均 粟温が 4D を越え
、 同時 に 同月 の 甼均最低 粟温が OD 以 上 の 地 et

’
　5Rる こ と を指 摘 して い る が ，

．そ の 分布耻限が こ の 絲域附近 に あ る こ と を示 し て V ・ る と 見る べ きで ある． 日本 に 於 け る ＝　 iP　＝L

1
ウ ヤ ホ シ テ ン け 劭 π・伽 ・ 吻 … （H，・b・t）の 分布北限が ほ 4ぼ鮃 均氣温 14°

の 等 温線 と．
一致 し て い る こ とは高僑

19） を は じ め 多 くの 昆蟲學者 の 認め る と こ ろ で ， 朋 らか に 〜二の 線域附

近力該 種の 分布北 限を な して い る．北方系の オ オ 昌ジ ユ ウ ヤ ホ シ テ ン bウ Epilach−na 　viginti −

°octomacxlata
．
Motschu 工sky の 甼坦 地 に於け る兮布南i興が 大羅 こ の 線域附近 で あ り・ よ り南方

に て は局部低温の 高地 にの み生 物學的孤島をな して 棲 息する こ とが 知 られ て い る
19）　 so ）．更 に昆

躍類の みで はな く枢物に あつ て もこ の 線域 附近 を分布北限 とす る種類の あ る こ とは植物學 者ゐ

＊ 1．［本 に 於 け る 年卒均氣齦 と 夏 期亭 均 鼠 量 と o 柑 關 を求 め た と こ ろ r ＝o．939 の 極 め て 高 い 保 數 を 得 た ．

　 こ れ よ り衣 の 貧 驗 式 が 誘導 さ れ ζ．、y ，．0．8C’2x 十 9．65　モy ’　Pt”jol　ni　M、颯 慍 ，　 x ＝年卆 灼 氣灘 》
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認め る と こ ろ で あ る，ノJ・清水
tU ） ll）

は ハ マ rtモ ト C7初 z4冊 asiatiCi｛m 　L．　tiarl　1
’
aPon 　ica　Baker

の 分布北 限が 低撮の 極値 一3．5 °
の 等温線と よ く一致テる こ と を指摘 し て ， こ れ を

‘‘
ハ ヤ オ モ

ト線
”

と呼稱 し て い る．又或 る種 の 栽嗜植物 の 栽培可 能界が こ の 線域附近で ある こ とは よ く知

られ る と こ ろ で ある ．　 　 　 　 　 ．　 　 　 　 　 　 　 　 ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tt

　上 記 の 如 く多 くの 生 物が こ の 線域附近 を もつ て 分布 の 北 限或 は南限をな して い る こ とは 明 ら

かな 事實で あ る が ，
こ れ らの 種類 の 分布が 全 て 唯銅

の 制限因子 に よ つ て 一律 に 支配 され て い る

の で は な い こ とは 今更 こ 玉 に論す る まで もな V ・。それで こ の 分布限界 の 位置を冬の ， し か も氣

候よ り天氣 の 強 く反 腴 した最低の 極値
一3，5Q の 等温線 を 噛つ て 表示 す る こ とは い さ さか不合

理 の よ うに思 われ る ． と の 地 域は 日本 の 氣象上 の 大平 洋岸區 の 東海，南海 ， 瀬 戸内海の 3 地方

に 厩す る本州 の 海 岸に 沿 つ て 走 る 顯著癒氣候線 とよ く
一

致 し；そ こ に は年 ZF
均氣温 14D，夏 期

干 均 氣温 21°

， 工月
『
の zド均氣盗 4D

，

曇
そ の 他の 主 要な等温線が

一束 と なつ て 走 つ て い る．そ こ で

低 温の 極値 一3．5°

絲 の 如 き特研 な もの よ りも，年罕均氣温 14°

線 ，或は夏＃ntT一均氣温 21°

線

を中心 と し て 初 健 赫 し妨 力・黼 で は 1・・V ・ か 拷 え らA・・る而 し て ・ の 線域附近 紛 布

限界とす る各種類は それ ぞれ に應 じて 最 も適 切 な指標 を選 定 し て ，
こ れ に 基づ い て そ の 分布限

鬼 別 碓 示すぺ き で ある と母う・そ dtで これ らの 醺 の 分褓 界 は 必す し も完全 に こ の 繊

と
一

致す る こ とな く， 租類 に よ つ て 多少 の 相違が ある の は當然 の こ とと言わ なけれ ば な らな い ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 實際或 6南方

　 　　 系a？昆 蟲類 の

　 　　 分布北 限は 日

　 　 　 本海 岸側 に 於

　 　 　 い て よ り北方

　 　 　 に延 び て い る

　 　 　 の 力航矢rlら郵し，

　 　 　 そ の tA例 とし

　 　 　 ．て モ ン キ ア ゲ

　 　　 ハ PaPilio

　 　 　 helenus　勿 必一

　 　 　 conicolens

　 　　 Butler　．を擧

　 　　 げう る ，

　 　　 ヌ 日本海岸側

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の 敦賀附近 よ

　　　　　　　　　　節 1 圖　．
’
等 　　潅　　線 　　　　　　

’
・　　　　　　　 り尾張 に至 る

一 夏 Mrp均 黜 2pC − ・‘｝こ7
酌 黯 14℃ 一一一1 脾 均 kta・4”C 　 　 地 峽紹に て 本

州を横漸 し ， 更に大平洋岸に措 つ て 南關東に至 る所謂
“

ル イ ス 綴
’
（一名

“

ス タ イ ネガ ー線
”
，
12｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9

と呼ば燕る分布限 界は上記 の 限界の
一

變型 と見徹 す べ き公箕が大 き い よ うで あ る．御日本 に於
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の
け る こ の 顯著な分布限界に 比すべ き もの を大 陸に 求 め るな らば ， 年卒均氣温 14°

線 及び 1 月 の

李均 氣温 4°

線 の 通過す る 兩線域 よ りも， 山東牛 島 の 基蔀を稜斷 レ 山海關附近 に て 華北原 野

’
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一Eleotronio 　Library 　Servio ⇔



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

壓
一1952 昆 （ 19 ）

に 晦 し ， そ ・⊇北邊樋 碩 鰐 F繍 盗 21°

櫞 は年 ヱ陶 氣温 11・5° 』
線 倆 稗雌 北 e（1て 殆 ど

同魂 域樋 過 す る一）陸 中1吐 ・し婿 示 さ月獅 地域が ・ ・蘇 該當す 礁 が 鞨 多 い よ うIC　 ・・

思 ゆれ る．、維っ て こ り顯著な分布際界を 日本の み な らす大曄峰まで 延長 す るな らば ， 、夏期準均

氣温 21P の 等温線を中心 と し て その 位置 を指示 す るの が最 も適當で はな い か と考兜 られ る が ，

そ の 論定は更 に 今後の 研究を待 つ こ とに した い ．　
「

旨 昌 侍

　　　　　　　　　　　　　　
・
　引

1
　 用

』
　　文 　、　 獻

ttt
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『

Walker ，

　is．con 丘ned 　to　areas 　where 　the　winter 　temperature　is　aユways 　above
− 3．5＝−F−，　 ・

and ｛he　northem ユinlit　 of ，distribution”coincides 　 with 　 the　 minimum 　 isother血 of

− 3．50running 　 along 　 the　Padific　coas 亡 of ℃entral 　and 　West　Honsh 角 the　 pTincipal

i、ユand ・f　J・pan ．　 Th ・ p・e・e・ t ・・ th 叫 h。w ・v ・r
，
・d・es

’
・ 。t ・g・e・ Vyith　 Ki… hita　 and

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ！

・
灘 疎 靴 に 於 け る 年

・
陶 瑜厰 と 夏期

’
納 氣温 と の 欄 陛 求 め た と こ ろ 芦 α雪59 の 勘 て 孫 贋 数 を

得 た ．こ れ よ り次 の 賓 臉 式 が 誘 導 さ 粘 る ． y ＝O．677 ：　十 13．05　｛y ＝ 夏瓣1第均 氣温．　x ＝51三 ・

』ミ均 氣 識 ）
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Yagi, so  far as  the distribution of  this species  in Japan and  China is concerned,

but  he is much  inclined to the opinion  that  tfhe mean  temperature  of  the  summer

months  from May  to October of  about  20.30 is more  availahle  as  an  index of  the north-

ern  limit than  the  minimum  temperature of  -3.50.  Because an  observation  of  tlie
temperature  conditions  of areas  vvhere  the  Paddy Borer always  occurs  shows  that

thejr mean  temperature  of  the  summer  months  is above  about  2e.30 with6ut  exceP-
tion, while  among  them  there are  some  onets  of  which  the  minimum  temperature  ,

i$ below  
-3.50,

 e. g. Kagoshima  C-3.9"), Miyazal{i (-5,OO ), KumaazLoto C-7.00 ), 6ita
(-4.8)), Saga(-4.50)  and  FulcuokaC-4.00)in  Kyusyu, K6chiC-5.10),  Uwajirna 

,

C -4.ID  ) and  Matsuyama  ( -4.60  ) in Shil{ol<u, and  Shanghai ( -6.80  ) in China. Besides,
t.bg

 author  has the fact on  good authority  that Tsintao (-12,50) and  Tien-tsin ･

(-15.90)of 
,North

 China are  habitats of this species,  though  the formal records  have 
[

not
 yet been published. Thus, it seems  quite  possible  that the summer  isothersn .of                                                                              11

about
 20,30 determines  the possible northeru  Iii.n.it of,the  existenee  of  this species,  .

   It appearS  that  the  temperature  of  the  summer  months,  i. e. those of  acti've  life ･

a.nd  development,  is the important limiting faetor in this,case. The  northward  distribu- i
tion of  this species  having two  or  more  broods per  year may  be definftely limitedL 

'

by  insuMciency of  the total of  effective  temperature  in the growing  season.  Thus, it .
is probttble that owing  to this the  insect will  never  reach'tlie  northernmost  point ,･                                                     t t
at  which  winter  .temperatures  are  favourable 

'to
 rpalce  poss'ible its hibernation. 

'
 i

 - It is well  known  that there is a  distinct line of  demar ¢ 2tion  of  the distribution
of  insects running.along  .the  Pacific coast  of  Central and  

'West
 Honshfi. This  has 

'

                                                                              
/l

been  
-shown

 by many  authors,  e. g. by  Kinoshita'and Yagi(1930)  in the  Paddy'
Borer; by Takahashi(1932)in  EZ,ilachna sPaiisa(Herbst}:  by TalcahashiC1932)and  

i

VVatanabe (1950) in ]Eipdiachna  vi.aintioctomacttlata  Motschulsky;  by Abe  (193'7) in l
CoPtoterm'es

 formosanus Shiraki; by  Yuasa (1940) in Cicrndella nivicincla  Chev'rolat; i
:",i.,Zy.lil,otr?･:tZ",i･,L9:g,)ikn.:so.m,ga,6g',,T.h,e.1:.te.Og,ks,E,lo,):::",Zr6,?･X,,fl:.t?･8.{f,\i.? 

i

:,
of  

-3.50
 presenbs  this line of  demarcation. Because 

'those
 inseets of'which  the l

northern  or  southern  limit of  distribution lies on  this line are  not  always limited ,l'

by tbe wint.er  temperature alone  as  pointed  out  in the.preceding paragraph's.', 
'
 i

   
'In

 conclusion,  it seems  probable  that  the  .annual  isotherrn of  about  140 or  the i

summer  isotherm of  about  21D is preferable tb present  this line to the  minimum  ..

isotherm of  
-3.50.

 This conclusion  is supported  by ･the fact that this'line agrees-
closely'with  one  of  the  most  important climatic  boundaries in Japan, on  Whiclj 

'･

isotherms of  the  mean  temperature  of  14e annual),  of  210 Csutnmer], of  40 (Janti-
ary>, etc. run  almost  together. , . 

-
 .                             '                     't t t                                                         '
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